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「継続的な超小型衛星開発・運用を通した次世代の高専型宇宙人材育成」の成果の概要について

背景・全体目標

本プログラムでは国立高専６校が連携して、超小型人工衛星の開発と運用を題材とした次世代型の宇宙人材育成を実施する。従来より
行ってきた内容の高度化に加え、全国高専を対象とした宇宙コンテスト（宇宙コン）の実施及び教材の開発や試行を通じて、幅広い学生
を対象にした宇宙人材育成に関する教育コンテンツをネットワーク経由で全国各地の高専に提供することを目指す。これにより、広範囲
かつ高い専門性を持つ次世代宇宙人材の育成が可能となる。

全体概要・主な成果

実施
体制

主管実施機関
研究代表者名

新居浜工業高等専門学校
准教授 若林 誠 実施

期間

令和２年度～
令和４年度
（３年間）

実施
規模

予算総額（契約額） ４８百万円

１年目 ２年目 ３年目

共同参画機関
高知工業高等専門学校、徳山工業高等専門学
校、米子工業高等専門学校、岐阜工業高等専
門学校、群馬工業高等専門学校

１２百万円 ２０百万円 １６百万円

コンテストの学生の企画を
実際の衛星開発に活用！

開発した衛星システムや
ノウハウ活用

先輩の企画力や衛星開発への
ロードマップを継承

KOSEN衛星シリーズの
開発・運用を通した実践力育成

全国高専「宇宙コンテスト」による
ミッション企画力の育成

高専スペースアカデミアによる
高専型宇宙教育

KOSEN-1のバス系モデル配布

①高専スペースアカデミアによる高専型宇宙教育
• 従来の高専スペースアカデミアの高度化および、教材開発と改良
• 産業界で宇宙開発の現状や課題などについて外部講師の講演
• 2UサイズのモデルCubeSat教材でのミッション企画、実施、報告、マネ

ジメント → 多数高専、学生が参画
• 「KOSEN-1」のバス系モデルを配布、発展的学習
• 海外からも参加可能性を検討
• アンケートでは肯定的評価75%（3か年平均値）

②全国高専「宇宙コン」によるミッション企画＆ものづくり力育成
• 2UサイズCubeSat「KOSEN-1」のバス系モデルを配布、実験を推奨
• 宇宙研究・開発の第一線で活躍する研究者・技術者を審査員へ
• 実際のKOSEN衛星で活用可能な多数の提案
• アンケート結果では肯定的評価85%（3か年平均値）

③KOSEN衛星シリーズの開発・運用を通した実践力育成
• 国立高専初の人工衛星「KOSEN-1」の打ち上げ成功、ミッションの

一部でフルサクセス、エクストラサクセス達成
• 「KOSEN-2」開発、「KOSEN-2R」再開発と「KOSEN-3」の採択
• KOSEN衛星との高速通信環境実現に向けた試験と教材開発
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①「高専スペースアカデミアによる高専型宇宙教育」

「高専スペースアカデミア（主として遠隔講座）」の実施内容

スペースアカデミアと宇宙コンテストをリンクさせ、全国高専に対して実施を周知
3Dプリンタの導入と活用、
基板更新による教材の改良

～2020 2021～

オンラインテキスト、オンラインサポートの充実化

第一線で活躍する研究者・技術者の特別講演会

日付 内容

第１回 令和３年６月１１日（金） オリエンテーション・事前アンケート

第２回 令和３年６月２５日（金） 缶サット講座①（香川高専 村上氏）

第３回 令和３年７月１５日（金） 缶サット講座②（香川高専 村上氏）

第４回 令和３年８月２６日（金） モデルCubeSat導入講座

WS 令和３年９月２日（木）

令和３年９月３日（金）

高専スペースキャンプ2021オンライ

ン

第５回 令和３年１０月２２日

（金）

モデルCubeSat講座①

第６回 令和３年１１月１２日

（金）

モデルCubeSat講座②

第７回 令和３年１２月３日（金） アイディアソン（明石高専 梶村氏）及

びKOSEN-1、2の状況報告

第８回 令和４年２月２５日（金） 2021年度のまとめ

アカデミア講座の構成例（R3年度）
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①「高専スペースアカデミアによる高専型宇宙教育」

高専スペースキャンプ（高専スペースアカデミアの一環で、対面を含むWS）の実施内容

高専スペースキャンプのオンライン実施
（R2年度）で行った衛星通信講座

学習効果の評価指標としてのコンセプトマップ導入
講座実施前と実施後の変化を測定 → 今後の指標として活用する可能性

Raspberry Pi Picoを用いた衛星開発講座
（上段）、衛星構体製作講座（下段）な
どの新規コンテンツ実施

高専スペースキャンプの対面実施（R3年度）で行った
段ボール八木アンテナ製作とKOSEN-1のCW受信実験

KOSEN衛星開発の最新情報の
共有機会としても活用

講座実施前

講座実施後
「Miro」アプリを使ったマ

ップ作成についての簡易
チュートリアル実施
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• 参加者数：【スペースアカデミア】・・・3か年で延べ264名の参加
【スペースキャンプ】・・・対面の2か年で延べ43名（＋オンライン）

・ミッション企画、サクセス定義、プロジェクトマネジメントを含む
・延べ48高専が参画、19高専から「ミッション報告書」提出

• 新規開発および、改良した教育コンテンツ

缶サット講座、モデルCubeSat講座、衛星通信講座、アイディアソン、
衛星構体設計講座、段ボール八木アンテナ製作講座、
KOSEN-1衛星電波受信講座、ラズパイPico衛星トレーニングキット

• アンケート結果
【スペースアカデミア・キャンプ】 3か年平均 75%が肯定的評価

• 科目化に向けたシステムエンジニアリング講座
徳山高専で3か年、3回実施

• 海外組織との連携可能性
タイ高専とのオンライン交流
21名中9名がスペースアカデミアへの参加を希望

①「高専スペースアカデミアによる高専型宇宙教育」

高専スペースアカデミア・スペースキャンプでの成果
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②「全国高専「宇宙コン」によるミッション企画＆ものづくり力育成」

宇宙コンテストの実施内容

令和2年度：プレコンテスト、対面ワークショップでシミュレータ試行 → フルオンラインのコンテストへ

アカデミアと関連付けた
参加者募集

第1回大会の様子（パラボラ展開機構1位、スピン検出基板2位、八木アンテナ展開3位）

第2回大会での提案例（ログペリアンテナ展開機構1位、3次元可動永久磁石による姿勢制御2位

宇宙研究・開発の第一線で活
躍する研究者・技術者を審査員
として招聘
（R2-3年度：5名、R4年度：6名）
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②「全国高専「宇宙コン」によるミッション企画＆ものづくり力育成」

宇宙コンテストの成果

本コンテストで提案され、KOSEN衛星への採用に繋がった例

大会名／成績 提案高専／チーム 提案名
採用された

衛星

プレ大会

優秀賞

香川高専チーム KOSEN-1へのソースコードファイルのアップリンク及びコマ

ンド実行機能の実装

KOSEN-1

プレ大会

最優秀賞

群馬高専チーム KOSEN-1の小型広角カメラによる姿勢角検出システム及

び磁気センサを用いた姿勢角検出システムについて

KOSEN-1

第１回

優秀賞

新居浜高専チーム Tiny Unit基板を用いたKOSEN-X衛星のスピン回転数の

検出

KOSEN-2

第１回

優良賞

高知高専チーム 超小型衛星での多素子八木アンテナの展開機構について KOSEN-2

第２回

最優秀賞

高知高専Bチーム ログペリオディックアンテナを搭載した人工電波可視化衛

星 (KOSEN-4に向けて)
KOSEN-4
（予定）

実践的な多数のミッションが提案され、宇宙研究の最前線で活躍する技術者・研究者からのアドバイス
を基に、更なるブラッシュアップと関係形成の実施

• 3か年で延べ90名（チーム数、延べ25チーム）参加

• 実施後アンケートでも高い満足度

64%（R2）、94%（R3）、100%（R4：回答数少）

• アイデアだけでなく検証実験を含めることを推奨

• オンラインツールをフル活
用した実施・サポート体制

• 提案内容に基づき、審査員
からも資料提供

群馬高専（左）、新居浜高専（右）での実験状況
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③「KOSEN衛星シリーズの開発・運用を通した実践力育成」

実施内容・成果

後継機の開発に向けたシステム構成の共有

KOSEN-1衛星開発完了と打ち上げ成功

ミッションの一部でフルサクセス、
エクストラサクセス達成

地上設備との通信および運用に成功

【OBC系】
【通信系】

【電源系】

【姿勢制御系】

GPS(firefly)

受信機

デュアル・リアク
ションホイール
（DR/W）

磁気トルカ
（３軸）

9軸センサ(MPU9250）
磁気センサ（BM1422AGMV）

分離スイッチ 3個
フライトピン 2個

【ミッション系】【熱制御系】
温度センサ：サーミスタ

受信用
PICマイコン

Modem

KOSEN-2
システム構成図 太陽電池パネル

電源制御ボード
PICマイコン

バッテリ

CubeCom

I2C

GPIO

GPIO
PWM
2ch

Hard
UART

Soft
UART

USB

PCU
経由

送信機

カメラ1

CubePi
(CubePiBoard + CubeOS)302A-RU

LoRa用SDR受信機2
RTL-SDR

LoRa用八木アンテナ
430MHz

送信用
PICマイコン

AFSK
1200bps

GMSK
9600bps

送受信アンテナ

カメラ2

Raspberry Pi Zero based
Compute Module 1

カメラ端子

5V：2系統
3.3V：2系統
3.6V: 1系統

地上局

430MHz Band

Soft
UART

Soft
UART

430MHz通信アンテナ
展開部

UplinkDownlink

HKデータ

2021/12/10

USB機器切替SW

LoRa用
SDR受信機1

RTL-SDR

カメラ3

マイクロ
SDカード

JAXAイプシロンロケット５号機
2021年11月9日9時55分16秒 打ち上げ成功！



8

③「KOSEN衛星シリーズの開発・運用を通した実践力育成」

実施内容・成果

KOSEN-2の開発、引き渡し完了 2022年10月打ち上げへ
→ KOSEN-2Rの再開発決定

JAXA革新的衛星技術実証プログラム5号機への
KOSEN-3の採択

KOSEN衛星との高速通信実現に向けた
Cバンド（アマチュア5GHz帯）送受信機の

導入と試験、使用マニュアル作成

④アンテナ
（RX）

③アンテナ
(TX)

①
USRP-2900

⑥Hack RF 
One

②BPF
（2P）

5.6GHz帯の通信実験 構成図

②BPF
（2P）

送信側 受信側
⑦

25cm

① ② ③
④ ⑥

⑧⑦

②

⑦直結⑦

今回は未使用

⑤

今回は未使用

$ rtl_fm -M fm f 436.715M -s 192000 | 
direwolf -B 19200 -r 192000 -b 16
…
Channel 0: 19200 baud, K9NG/G3RUH, +, 
96000 sample rate x 4.
The ratio of audio samples per sec (96000) t
o data rate in baud (19200) is 5.0
…
TEST audio level = 86(+108/
96) [NONE]
[0.5] TEST>TEST:test
Raw Touch Tone Data
est
…

下線部デコード
成功

衛星側

地上側

制御ソフトウェア

ソフトウェア無線機を用いたCバンド（アマチュア5GHz帯）送受信実験の実施

ソフトウェア無線機を用いた送受信実験のマニュアル作成
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全体を通じた成果一覧

• 育成した人材像：「人工衛星の基本的な構成要素を理解し、数個のセンサやカメラ等で簡単な動作試験を行える人材」
「模擬衛星を組み立てて、全体を一つのシステムとして動作させることができる人材」
「衛星ミッションを自ら企画・提案し、ミッション実施に向けた衛星システム全体を設計できる人材」

• 参加者数：【スペースアカデミア】・・・3か年で延べ264名の参加
【スペースキャンプ】・・・対面の2か年で延べ43名（＋オンライン）
延べ19高専から「ミッション報告書」提出
【宇宙コンテスト】・・・延べ90名参加（25チーム）

• 新規開発の教育コンテンツ・・・6件
KOSEN-Xシミュレータ、衛星構体設計講座、段ボール八木アンテナ製作講座、
KOSEN-1衛星電波受信講座、5GHz帯衛星通信教材、
ラズパイPico衛星トレーニングキット

• 改良、更新したコンテンツ・・・4件
缶サット講座、モデルCubeSat講座、衛星通信講座、アイディアソン

• アンケート結果： 【スペースアカデミア】 3か年平均 75%が肯定的評価
【宇宙コンテスト】 3か年平均 86% が肯定的評価

• 科目化に向けたシステムエンジニアリング講座
徳山高専で3か年、3回実施

• コンセプトマップを用いた学習評価の定量化について試行

• 海外組織との連携可能性・・・タイ高専との交流を実現、21名中9名の、高い割合で参加希望者

• 宇宙コンテストからKOSEN衛星に活用されている事例・・・5件

• KOSEN-1の打ち上げ、運用成功、ミッション成功（一部フルサクセス、エクストラサクセス達成）

• KOSEN-2開発完了、KOSEN-2R再開発決定、KOSEN-3の革新的衛星技術実証プログラム採択
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その他の成果

今後の研究開発計画

これまでの高専スペースアカデミア、スペースキャンプ、宇宙コンテストによる実績を背景
に、以下の内容を目指す（この模式図を右に示す）。

• これらの内容を国立高専「宇宙工学コース」の正規科目とする。正規科目化に向けて、
これまでに実施してきた技術的な側面に特化したコンテンツの他、実社会にどのような
課題があるか分析し、それについて超小型衛星でどのようにアプローチできるかという
社会実装の観点を組み入れ、高いレベルの技術力と知識を持ちつつも今後の社会のあ
り方を鑑みた「宇宙利用」の視点を持った人材の育成を目指す。

• ニュースペース企業を中心とした宇宙関連企業や大学研究室との産学連携のもとで、世
界の超小型衛星に関する最新情報を学生に伝える講座内容を策定し、「宇宙産業」とい
うキーワードのもとで将来的に世界を舞台に勝負できる人材から、より産業のベースを
支える人材に至るまで幅広く人材育成を行う。

• また、これら育成した人材の出口（進学先・就職先）を確保し、一連の人材育成について
アウトリーチ活動を中心としたPR活動を行うことで、高専への優秀な入学生を得て好循

環を生み出せるように試みる。更に国際交流の定常化と国際的コミュニケーション能力
の涵養について継続的に取り組んでいく。

成果展開の状況・
期待される効果

この事業の結果として、今後の国立高専での正規科目化と、自立運用を視野に入れた産学連携を実現するための準備が整い、令和5年度からは具体的なカリ
キュラム作成と、産学連携の関係形成を行っている。このカリキュラム作成においては、現状での官需を中心とした宇宙機器産業から、民需を中心として幅広
く展開する「宇宙産業」に主眼を置いた講座展開とし、企業との協力関係のもとで講座を実施する準備を進めている。また、本課題の中で開発された「段ボール八
木アンテナ」は愛媛県内の小中学生を対象としたアウトリーチ活動（KOSEN-1衛星のCW受信体験）に繋がっており、15-20名規模のイベントを新居浜市および西条市にて
令和5年度10月までに3回実施している。また、国際化推進の一環でタイ高専の学生に対してスペースアカデミアの内容を試行し、海外への波及効果も見込まれている。

これらのことは、令和5年度10月から新規採択された宇宙人材育成プログラム「全国高専宇宙工学コース設立による実践的宇宙人材育成の展開」にも繋がって
おり、今後の更なる発展的な取り組みが期待されている。

これまで得られた成果
（特許出願や論文発表数等）

特許出願
査読付き
投稿論文

その他
研究発表

実用化事業
プレスリリー
ス・取材対応

展示会出展

国内：0件
国際：0件

国内：2件
国際：0件

国内：35件
国際：6件

国内：0件
国際：0件

国内：19件
国際：0件

国内：0件
国際：0件

受賞・表彰リスト（3件）

• ⾼専ワイヤレスIoTコンテスト2021（WiCON2021）「スペースレジリエンス⼤賞」⾹川⾼
専 (代表) ⽶⼦⾼専 新居浜⾼専 明⽯⾼専

• みんなのラズパイコンテスト2021 「特別賞」 KOSEN-1チーム
• The 8th IEEJ international workshop on Sensing, Actuation, Motion Control, and 

Optimization (SAMCON2022), “IEEJ Industry Applications Society Excellent 
Presentation Award（部門優秀論文発表賞）”, 群馬高専・齊藤創
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事後評価票 

令和５年３月末現在 

１．プログラム名 宇宙航空人材育成プログラム 

２．課題名 「継続的な超小型衛星開発・運用を通した次世代の高専型宇宙人材育成」 

３．主管実施機関・研究代表者 独立行政法人国立高等専門学校機構 新居浜工業高等専

門学校 電気情報工学科 准教授 若林誠 

４．共同参画機関 独立行政法人国立高等専門学校機構 高知工業高等専門学校 

徳山工業高等専門学校 米子工業高等専門学校、岐阜工業高等専門学校、群馬工業高

等専門学校 

５．事業期間 令和２年度～令和４年度 

６．総経費 ４８百万円 

７．自己点検結果 

（１）課題の達成状況

「所期の目標に対する達成度」 

◆ 所期の目標

本プログラムでは国立高専６校が連携して、超小型人工衛星の開発と運用を題材とした次世代型の

宇宙人材育成を実施する。人工衛星を開発するには、機械・電気電子・情報・材料など複数の分野

における専門的知識と技術要素を総合的に扱う必要がある。そこで、人工衛星の開発と運用を包括

的なネットワーク型教育プログラムとして適用することで、国立高専のように航空宇宙工学の専門

学科を持たない教育機関においても、航空宇宙分野への技術者教育プログラムが可能となる。本プ

ログラムでは超小型人工衛星の開発と運用、それに関する全国高専を対象とした宇宙コンテスト

（宇宙コン）や教材の開発や試行を通じて、幅広い学生を対象にした宇宙人材育成に関する教育コ

ンテンツをネットワーク経由で全国各地の高専に提供することを目指す。これにより、広範囲かつ

高い専門性を持つ次世代宇宙人材の育成が可能となる。 

◆ 達成度

実施した【①高専スペースアカデミア】【②宇宙コンテスト】【③KOSEN 衛星シリーズ】の３項目に

ついて、達成した数値を示す。 
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【①高専スペースアカデミア】については、「アカデミア」の参加者数は 104 名（R2 年度）、84 名

（R3 年度）、76 名（R4年度）、「キャンプ（WS）」の参加者は 24 名（R2）、19 名（R4）となっている

（R3 年度についてはアカデミアとの連動のもと、WS もオンラインで実施したため、参加者数は「ア

カデミア」の 84 名に準ずる）。アンケートの肯定的評価（「大変良かった」「良かった」のみで集計

し、「普通」を含めていない）の割合は、75%（R2）、75%（R3）、74%（R4）である。 

「実施項目ごとの目標値及び評価指標」と対比させると、「スペースアカデミアの参加者：50 名以

上」の目標値は大きく上回っており、「キャンプ（WS）の参加者：20 名以上」も平均的には十分達

成している。「アンケートによる肯定的評価：60%以上」も、大きく上回っており、満足度の高いコ

ンテンツを幅広く提供できたと考えられる。 

 

【②宇宙コンテスト】については、参加者数は 7 高専 7 チーム（R2）、10 高専 11 チーム（R3）、6

高専 8 チーム（R4）であり、肯定的評価は 64%（R2）、94%（R3）、100%（R4：回答数少、6 件）とな

っていた。「実施項目ごとの目標値及び評価指標」と対比させると、「参加チーム 6 高専程度」と「ア

ンケートによる肯定的評価 60%以上」のいずれも十分に満たしている。これらのことから、当初の

目標値に十分達していると考えられる。 

 

【③KOSEN衛星シリーズ】については、R3 年度は外部発表件数 24 件（うち国際 5 件）、投稿論文 1

件、R4 年度は外部発表件数：11 件（うち国際 1 件）、投稿論文 1 件となっている。いずれも「実施

項目ごとの目標値及び評価指標」における「成果公開 5 件以上」を大きく上回っている。 

 

これらのことから、所期の目標に対してかなり高い達成度を実現したと考えられる。 

 

「必要性」 

 

[科学的・技術的意義] 

本プログラムは、宇宙理工学関係の研究分野を持つ高専教員からなるコンソーシアム「高専スペ

ース連携」の活動をベースとしたもので、当コンソーシアムではコロナ禍以前からオンライン講座

（高専スペースアカデミア）と合宿形式の対面講座（高専スペースキャンプ）を組み合わせ、それ

ぞれの手法における利点・欠点を踏まえて実施していた。これらの知見があったことにより、コロ

ナ禍のような社会的情勢の著しい変化においても、対面講座の内容をオンライン化することに大き

な抵抗はなく、むしろオンラインに対応する必要性から使用教材やテキストの充実化といった結果

に繋がっている。コロナ禍においては国内外の多くの教育・研究現場で混乱を来したと思われる中、

我々の取り組みは元々独創性、革新性、先導性を持ったものであったと言える。 

①スペースアカデミアについて 

従来から行ってきた高専スペースアカデミアの内容を発展させ、従来はスペースキャンプで対面実

施していた内容を含め、フルオンライン実施にも対応できるモデル CubeSat 講座として実施した。

令和 2 年度からのコロナ禍に代表される、社会的情勢が多様に変化しうる現代において、オンライ

ンベースで全国の高専に展開できるハンズオン講座を 3 回にわたり実施し、フルオンラインでの運
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用ノウハウを蓄積できたことは大きな意義があり、教育プログラムとして先進的な取り組みであっ

たと言える。 

②宇宙コンテストについて 

高専生のミッション企画力を育成し、その定期的な発表機会を設けるために本コンテストが実施さ

れたが、このコンテストは計画段階からフルオンライン実施であった。コロナ禍で急速に普及した

オンラインツールをフル活用し、全国の高専から参加する際の敷居を下げたうえで、模擬衛星によ

る実験を推奨し、また衛星開発・運用の第一線の現場で活躍する技術者や研究者を審査員として招

聘することで実践性を確保している。ここで提案されたミッションアイデアが、KOSEN 衛星開発に

も数多く活かされていることから、この取り組みには革新性および発展性があり、下記③の事業と

も関連して必要不可欠なものであった。 

③KOSEN 衛星開発について 

本課題の実施期間中において、国立高専で初めて開発された CubeSat である「KOSEN-1 衛星」が令

和 3 年 11 月に打ち上げられ、平成 26 年度採択の実践的若手宇宙人材育成プログラム以来の構想が

実現した。これは国立高専初の人工衛星という意味で革新的であるだけでなく、ミッションに含ま

れる民生用 OBC の軌道上実証に成功したこと、また Dual Reaction Wheel(DRW)による CubeSat の

高精度姿勢制御に成功したことで、本課題の中で極めて革新的な結果を得られており、またこの成

果は本課題の実施なくしては結実しなかったものである。 

 

[国費を用いた研究開発としての意義] 

全国の国立高専に分散して存在する多種の学科を、衛星開発という複合領域におけるものづくり教

育に適用し、宇宙工学科を持たない国立高専における宇宙人材の育成が可能であることを示し、ま

た国立高専で人工衛星の開発と運用が可能であることを証明した。昨今では超小型人工衛星の開

発が世界中で盛んに行われ、その市場規模は拡大の一途を辿っていることを鑑みると、この実績は

将来的な人材のニーズを早期に察知して約 10 年間の取り組みをもとに得られたものであり、国立

高専の設立目的「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」と照らし合わせても、

国費を用いた研究として十分に意義を持つものである。 

 

「有効性」 

 

［実用化・事業化や社会実装に至る全段階を通じた取組］ 

 高専宇宙コンテストで入賞したアイデアが KOSEN 衛星に活用されていることから、この事業が実

用に貢献していることは明白である。また本事業を通じて、学生の提案が大学や産業界とつながっ

て発展し、社会的な問題をどのように解決していくかという、今後重要となる「宇宙利用」という

見方での取り組みを行う基礎を作ることができており、本事業の実績を契機に国内トップクラス

の宇宙関連企業や大学との連携可能性が見えてきている。また、教育コンテンツとしては、新規開

発が 6 件、従来版からの改良が 4 件（内訳は「（２）成果」に示す）と、今後高専のカリキュラム

として組み入れていく上で必要な内容を準備することができている。 
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［人材の養成］ 

スペースアカデミア、スペースキャンプ、宇宙コンテストを通じて、「人工衛星の基本的な構成要

素を理解し、数個のセンサやカメラ等で簡単な動作試験を行える人材」「模擬衛星を組み立てて、

全体を一つのシステムとして動作させることができる人材」「衛星ミッションを自ら企画・提案し、

ミッション実施に向けた衛星システム全体を設計できる人材」の育成を目指した。これらの取り組

みの中で、延べ 397 名の学生が参加し、アンケートの肯定的回答率は平均して 76%となっているこ

とから、人材育成の観点からも極めて有用であったと言える。また、このような取り組みにおいて

アンケートによる総合的な印象調査のみならず、教育・育成効果を数値的に評価する手法としてコ

ンセプトマップを R4 年度に導入し、講座の前後においての参加者の意識変化を定量的に評価でき

る可能性を見出しており、人材育成とその評価手法の観点からも重要な知見を得たと言える。 

 

「効率性」 

 

［研究開発の手段やアプローチの妥当性］ 

各高専には多くの学科が存在しており、人工衛星開発という複合領域においては高専との親和性が

ある。我々の取り組みにおいては、全国に分散した高専間でのオンライン実施を前提として計画さ

れているものが多く、コロナ禍等の非常時においても定常的に実施できるコンテンツを開発して

おり、手段及びアプローチは妥当であると言える。また、宇宙は興味を惹きやすい内容であり学生

自ら学びに向かいやすく、今後も世界中で超小型人工衛星の開発が盛んに行われる潮流の中で、国

内でも需要が一層高まるであろう宇宙産業における技術者の育成に貢献しており、大きなテーマ

としての「宇宙」という選択も妥当である。本事業の中では延べ 397 名の学生が参加し、アンケー

トの肯定的回答率は平均して 76%となっていること、衛星開発（KOSEN-1,2）と運用（KOSEN-1）に

成功していること、それに伴って開発・改良したコンテンツは 10 件、外部発表は 35 件に及んでい

ることから、予算に対して極めて妥当かつ効率的な運用を実現したと考えられる。 

 

（２）成果 

「アウトプット」  

 

本プログラムでは国立高専６校が連携して、超小型人工衛星の開発と運用を題材とした次世代型の

宇宙人材育成を実施した。人工衛星の開発と運用を包括的なネットワーク型教育プログラムとして

適用することで、国立高専のように航空宇宙工学の専門学科を持たない教育機関においても、航空

宇宙分野への技術者教育プログラムが可能となることを示した。本プログラムでは超小型人工衛星

の開発と運用、それに関する全国高専を対象とした宇宙コンテストや教材の開発や試行を通じて、

幅広い学生を対象にした宇宙人材育成に関する教育コンテンツをネットワーク経由で全国各地の

高専に提供し、これにより広範囲かつ高い専門性を持つ次世代宇宙人材の育成が可能となったと考

えている。本プログラムの成果を示す数値的なエビデンスを以下に挙げる。 
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育成した人材像：「人工衛星の基本的な構成要素を理解し、数個のセンサやカメラ等で簡単な動作

試験を行える人材」「模擬衛星を組み立てて、全体を一つのシステムとして動作させることができ

る人材」「衛星ミッションを自ら企画・提案し、ミッション実施に向けた衛星システム全体を設計

できる人材」 

 

参加した延べ人数：【①高専スペースアカデミア】の講座 264 名、WS43 名（WS は対面参加のみの

数）、延べ 19 高専からミッション計画書・報告書の提出 

【②宇宙コンテスト】90 名（延べ参加チーム数 25） 

 

アンケート結果：【①高専スペースアカデミア】75%（R2）、75%（R3）、74%（R4）が肯定的評価（「大

変良かった」「良かった」のみで集計し、「普通」を含めていない） 

【②宇宙コンテスト】64%（R2）、94%（R3）、100%（R4：回答数少、6 件） 

 

従来版からの改良教材および教育プログラム：4 件（缶サット講座、モデル CubeSat 講座、衛星通

信講座、アイディアソン） 

 

新規開発教材および教育プログラム：6 件（KOSEN-X シミュレータ、衛星構体設計講座、段ボール

八木アンテナ製作講座、KOSEN-1 衛星電波受信講座、5GHz 帯衛星通信教材、ラズパイ Pico 衛星ト

レーニングキット） 

 

科目化に向けた徳山高専専攻科におけるシステムエンジニアリング講座の実施：3 か年で 3 回（ミ

ッション定義審査（MDR）、事前設計審査（PDR）、最終設計審査（CDR）を含めたエンジニアリングデ

ザイン実習） 

 

国際展開状況：タイ高専へのオンライン紹介とディスカッション 21 名参加、うち本事業のような

内容に取り組みたい学生は 9 名、その可能性がある学生は 12 名 

 

衛星開発：KOSEN-1 の開発・打上・運用成功、ミッションの一部でフルサクセス、エクストラサク

セス達成（JAXA 革新的衛星技術実証プログラム 2 号機）、KOSEN-2 の開発完了（JAXA 革新的衛星技

術実証プログラム 3 号機）および、後継機となる KOSEN-2R の再開発（JAXA 革新的衛星技術実証プ

ログラム 4 号機）。KOSEN-3 の開発決定（JAXA革新的衛星技術実証プログラム 5 号機）。 

 

これらの事業を通じて、先に挙げたように広範囲かつ高い専門性を持つ次世代宇宙人材の育成が可

能となっただけでなく、国立高専においても航空宇宙分野のコンテンツを実施し、これらを正規の

カリキュラムに組み入れて実施する準備が整った。 
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「アウトカム」 （令和 5 年 10 月末時点） 

 

本事業では、特に技術的な面に特化した形で衛星開発と運用についての人材育成を試み、当初の目

的を達成できたと考えている。この事業の結果として、今後の国立高専での正規科目化および、自

立運用を視野に入れた産学連携のもとで講座を実施するための準備が整い、令和 5 年度からは具体

的なカリキュラム作成と、産学連携の関係形成を行っている。このカリキュラム作成においては、

これまでに実施してきた技術的な側面に特化した人材育成のコンテンツの他、社会課題について超

小型衛星でどのようにアプローチするかという社会実装の観点を組み入れる必要を感じている（日

本における従来の宇宙分野の産業は、官需を中心とした宇宙機器産業であり、今後はそのマーケッ

トを民需に移行して「利益を生み出し、国益を高める」ものとする必要がある）。産学連携の協力

企業としては 3 社（株式会社ジェネシア、株式会社アークエッジ・スペース、シー・エス・ピー・

ジャパン株式会社）及び、協力大学として 2 校（東京工業大学、北海道情報大学）が挙げられてお

り、国内トップクラスの技術力や研究力を誇る企業・大学との連携に向けた足掛かりができている。

このことは、令和 5 年度 10 月から新規採択された宇宙人材育成プログラム「全国高専宇宙工学コ

ース設立による実践的宇宙人材育成の展開」に繋がり、同年 10 月上旬には「高専スペースキャン

プ 2023」を実施し、ここに社会実装講座の試行を盛り込んだ。このキャンプには 28 名の学生が参

加し、全体的な印象として 93%が肯定的な評価をしているだけでなく、企業側からは 38 ページに

わたるレビューと、9 ページにわたる学生発表への講評を得ており、互いの思想の実現に向けた活

発な議論が既に始まっている。このことは本課題の特徴的なアウトカムの１つと考えている。 

 

本事業で実施した、タイ高専とのオンライン交流（メカトロニクス学科の学生 21 名が参加）が実

績となり、令和 5 年度 10 月にタイ高専の研修にて、20 名のタイ高専学生に対してアカデミアの内

容を試行した。これは高専において衛星開発をテーマにした講座を国際的に展開した、初めてのケ

ースとなる。今後、受講者へのアンケートを分析のうえ、タイ高専以外にもモンゴル高専等の展開

先を検討していく。 

 

KOSEN-1 衛星の成功および運用実績と、KOSEN-2R 衛星以降の計画、更に高専宇宙コンテストによる

学生ミッションの実施を背景に、従来の 430MHz 帯より大幅な通信速度向上が見込める 5GHz 帯の

2.4m パラボラアンテナの導入を行った。また、本課題の中で開発された「段ボール八木アンテナ」

は愛媛県内の小中学生を対象としたアウトリーチ活動（KOSEN-1 衛星の CW 受信体験）に繋がって

おり、15-20 名規模のイベントを新居浜市および西条市にて令和 5 年度 10 月までに 3 回実施して

いる（実施会場：あかがねミュージアム、愛媛県総合科学博物館、石鎚クライミングパーク SAIJO）。 

 

このように、本事業の取り組みは令和 5 年度以降に有効に活用され、正規科目化と共に一層の高度

化が見込まれるだけでなく、これまでにない産学連携及び高度人材育成拠点としての高専のプレゼ

ンスを再構築する機運が高まっている。また、本事業の成果が国内外に波及していることも確認さ

れる。 

 



 

7 

（３）今後の展望 

 

これまでの高専スペースアカデミア、スペースキャンプ、宇宙コンテストによる実績を背景に、こ

れらの内容を国立高専で正規科目化することを引き続き目指す。正規科目化に向けて、これまでに

実施してきた技術的な側面に特化した人材育成のコンテンツの他、実社会にどのような課題がある

か分析し、それについて超小型衛星でどのようにアプローチできるかという社会実装の観点を組み

入れ、高いレベルの技術力と知識を持ちつつも今後の社会のあり方を鑑みた「宇宙利用」の視点を

持った人材の育成を目指す。産学連携の協力企業としては 3 社、協力大学として 2 校が既に挙げら

れており、国内トップクラスの技術力や研究力を誇る企業・大学との連携を実現させる。産学連携

のもとで世界の超小型衛星に関する最新情報を学生に伝える講座内容を策定し、宇宙産業というキ

ーワードのもとで将来的に世界を舞台に勝負できるハイエンド人材から、より産業のベースを支え

るボリューム人材に至るまで幅広く人材育成を行う。また、これら育成した人材の出口（進学先・

就職先）の確保や、国際交流の定常化と国際的コミュニケーション能力の涵養について実施してい

く予定である。 

本実施内容の中では、これまでのように外部資金の有無に依存した連携のあり方を脱却し、資金の

有無によらず連携する各組織が得意分野を持ち寄って実現する、従来にない産学連携の実現を試み

る。企業や大学側からは最先端の情報提供と開発・研究現場での高度かつ実践的トレーニング環境

を提供してもらい、高専側はその環境に見合った人材の育成と選定を行うことで、互いに利益のあ

る形での産学連携が可能となることが推測され、既にその一部は 10 月に実施した高専スペースキ

ャンプ 2023での試みの中で議論を開始している。 

また、今後実現される正規科目の中に、企業主体の講座を導入することで高専内の負担を軽減しつ

つ若年層の人材育成を促進させ、また高専内で持続可能な運用を実現し、更に産業界が求める人材

を直接的かつ集中的に育成する体制を構築する。高専内部においてもこれまでの実績を踏まえ、教

育コンテンツを実施可能な高専に割り振ることにより、個々の高専での負担を軽減しつつも参画し

たそれぞれの組織にメリットを感じられる循環ができ、持続的に運用することが可能となる。 

これらを総合し、従来からの高専の強みである「ものづくり力」に加えて、宇宙を「利用する」視

点を持ち宇宙産業の発展に寄与しうる、現代社会においてニーズの高い人材育成を定常的に行う体

制を目指していく。 

 

 

８．評価点 

A 

評価を以下の５段階評価とする。 

Ｓ）優れた成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に著しく貢献した。 

Ａ）相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献した。 

Ｂ）相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献しているが、一部の成果は得られて

おらず、その合理的な理由が説明されていない。 

Ｃ）一部の成果を挙げているが、宇宙航空利用の明確な促進につながっていない。 

Ｄ）成果はほとんど得られていない。 



 

8 

９．評価理由 

 

大学等で超小型衛星開発は広く行われているが、高専では網羅的にシラバスを揃えて多数の学

生が参加できる教育フレームの構築ができておらず、本事業は新規性があり宇宙人材の層を広げ

ることに貢献する意義ある取り組みである。高専型宇宙教育と宇宙コンによるミッション企画力

育成、これらの実践の場としての KOSEN 衛星の開発のそれぞれが有機的につながり教育の効果を

高めていると評価できる。また、多数の学生が参加していることや、正規のカリキュラムに組み

入れて実施する準備を整えたことも評価できる。 

スペースアカデミアによる教育では座学とスペースキャンプでの対面実習が組み合わされて

学習効果が高い。コンセプトマップの充実でその成果が見ることができる。宇宙コンではミッシ

ョン提案を評価するだけでなく、優れたミッションには KOSEN 衛星への実装の場を作っており参

加する学生の意欲が高まる効果がある。アンケートでの満足度が年々向上しているのもそれを裏

付けている。KOSEN 衛星の開発は順調に行われており、1 号機はエクストラサクセスも一部達成

しており受賞も 3 件ある。KOSEN-2 は打ち上げ失敗で失われたがｰ 2R、-3 と JAXA に採択され開

発を進めており継続的な取り組みも評価できる。後継事業においても全国高専が参加する正規科

目として検討が進められており事業の広がり、継続性でも期待が持て、宇宙航空利用の促進への

一層の貢献が見込まれる。 

以上より、本課題は、相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献していると認められる。 

 

今後は、以下の点が期待される。 

 教育プログラムは十分組み立てられ、教育実践は良く成されている。一方で、教育成果の定

量評価（コンセプトマップも試行）や前期開発からの進歩の提示が不足している。また、費

用対効果や今後の継続計画もやや具体性に欠ける、教育プログラムとして重要な出口（産業

界等）との連携もこれからなど、必ずしも十分でない点もいくつか見られる。後継事業にお

いて、本事業からの進歩や定量評価の高度化（コンセプトマップの活用等）、出口との連携

等によるシラバスの改善にも取り組むことを期待する。 

 本事業に参加した高専数に対して報告書を提出した高専の数が少ないため、より多くの高専

が積極的に参画することを期待する。 

 衛星開発等を通して目指していた人材育成に関して、学生が主体的に行った範囲がわかりに

くく、学生がより主体的に参加できる形式となることを期待する。 
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